
     
 
 

 

 

研究会テーマ：看護必要度における記録の課題と 

臨床看護マネジメントスキルアップを考える 

日 時 平成 24 年 2 月 26 日（日）13：00～17：00 

場 所 東京都看護協会会館（東京都新宿区飯田橋 地図参照） 

参加費 会員：3000 円   非会員：4000 円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

会員の皆様への案内  
 

当日、12：00～12：40 の間、日本臨床看護マネジメント学会会員総会を開催します。

別添はがきにて出欠をお知らせくださるようお願いいたします。（昼食を用意します） 

平成 24 年度   

日本臨床看護マネジメント学会学術研究会のご案内 

 

研究会開催趣旨 
あけましておめでとういございます。平成 23 年は、東日本大震災から始まる試練の年

でした。まだ復興道半ばですが、平成 24 年度が皆様にとりまして、より良い年となるこ

とをお祈り申し上げます。 
さて、平成 24 年度の診療報酬改定方針が示され、経済の逼迫する中で、わずかではあ

りますがプラス改定という結果となりました。超高齢社会を迎え、それぞれの地域で、

保健・医療・福祉の連携を深めると同時に、役割分担の明確化と、それぞれが責任を果

たすことが期待されることになります。 
当学会が取り組んでいる、「看護必要度の院内指導者研修事業」も、さらなる充実と、

その評価の精度を上げることが更に期待されることとなります。また、昨年から取り組

んでいる、「臨床看護マネジメントスキルアップワークショップ」の成果も現場で生かさ

れつつあります。 
そこで、今年度の研究会においては、下記の予定で、“看護必要度の精度の向上と記録

のあり方”及び“臨床看護マネジメントスキルアップワークショップの体験とその成果”

に関連して、実際の取り組みを紹介していただき、参加の皆さんとのディスカッション

を深めていきたいと思います。ご多忙の折ではありますが、会員・非会員問わず多く

の皆さんの参加をお待ちしています。 
 



学 術 研 究 会 プ ロ グ ラ ム 
 
 13：00  社団法人 日本臨床看護マネジメント学会 理事長 あいさつ 

13：10  特別講演 

「看護必要度における精度管理と記録のあり方について」 

田中彰子先生 

（山梨県立大学看護学部 看護学科・看護研究学科） 

 

座長 柏木 とき江 （臨床看護マネジメント学会 副理事長）  

 

14：10  休憩 

14：20  実践報告 Ⅰ 

座長 川村 良子  （山形県看護協会 会長） 

１．「看護必要度評価の取り組みその後 ― 研修方法と記録について―」 

栗尾純子 （河北総合病院 看護部） 

２．「院内評価者研修と看護記録の課題」 

阿部克子 （山形済生病院 看護部） 

 

15：50  休憩 

16：00  実践報告 Ⅱ  

        座長 山元恵子 （富山福祉短期大学 教授） 

「マネジメントスキルアップ研修受講の動機とその成果」 

１） 吉川孝子 （春日部市立病院 副看護部長） 
２） 藤田 あけみ （取手北相馬保健医療センター医師会病院 看護部長） 

３） 佐々木久美子 （野村病院 看護部長）    

 

17：00 閉会  

 

 

東京都看護協会へのアクセス 
 

 

〒162-0815  東京都新宿区筑土八幡町 4-17 

TEL：(03)5229-1520（代）FAX：(03)5229-1524 

URL：http://www.tna.or.jp 

アクセス 

ＪＲ中央・総武線   飯田橋駅 東口から徒歩７分  

東京メトロ（東西線・有楽町線・南北線）  

 飯田橋駅 出口Ｂ１から徒歩６分 

都営大江戸線    飯田橋駅 出口Ｃ１から徒歩５分  

お願い：駐車場はありません  

緊急連絡先 090-4360‐7067（嶋森） 

   


